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　宇宙創造に 関する シ ナ リオで ，現在よく引用 さ

れ る もの に ビ ッ グ バ ン説がある．こ の 説に よれば，

この 世に最初に誕生 した元素は水素である．最近

の星の 形成 と核融合の理論で は ，水素の 後に合成

され る安定な元素は，ヘ リ ウ ム で あ り，その ヘ リ

ウ ム の 核融 合に よっ て 炭素が合成され，次 い で酸

素が 合成 さ れ る と考えら る．それ以後の 星 の
一

生

やそれ に伴 う様 々 な元素の 合成 と，その 結果 と し

て の我が太陽系の 形成に は，幾つ か の シ ナ リ オが

提唱 され て い る．

　 とこ ろ で ，有機化合物を狭 い （占典的な）意味

で定義す る本質的な最低限 の 要素は，炭素と水素

が結合する こ とに よっ て分 子が形成 され て い るこ

とである．とすれ ば，宇宙創造の 極初期から有機

化合物を形成する材料は与えられ て い た こ と に な

る，もし， 炭素 と水素に結合を形成するだけの エ

ネル ギ
ー

が与えられ，結合を形成 で きるだけの 距

離に相互 に接近 し，
さらに結合形成後に は結合を

破壊する様 なエ ネル ギ
ー

が与えられなか っ た場合

に は，有機化合物は そ こ に 存在する こ と に な る．

従 っ て
， 有機化合物は地球外の様々 な所に存在す

る可能性がある．

　地球型 の 生命体 （現時点で知 られ て い る宇宙で

唯
一

の 生命の形態）は
， 非生命的に 合成 された有

機化合物を出発材料と して誕生 したこ とは間違 い

無い で あろ う．生命の 誕生 に は，ある程度複雑な

構造 をした有機化合物が必要で あ り， それ らの化

合物に は炭素や水素の他に酸素や窒 素が必須であ

る．前記の 核合成の理論で は，炭素の 合成 と酸素

の 合成は ，
ほ ぼ 時を同じくして起 こ り得る．従 っ

て ，適当な反応 の 場所 さえ与 えられれば，

一一酸化

炭素の様な無機的な分子や炭化水素の ように 生 命

の 誕生 に 関りが少な い と考えられる有機分子の み

で な く，ホ ル ム ア ル デ ヒ ドやその誘導体の ように

生命が誕生する の に よ り有効と考えられ る有機分

子が形成 される，窒素がこ れ らの 反応系に持 ち込

まれ る と
， 分子構造的に さら に複雑で 地球型 の 生

命の 誕 生 に よ り有効 な 有機化合物 も形成さ れ る 可

能性が 出て くる．

　上記の 有機化合物 の 形成 の 反応条件は場所に よ

っ て様 々 に 変化 し，結果 として得 られる化合物 も

異な る．無機鉱物の形成は，熱力学的法則に基づ

い た平衡反応で議論 され るこ とが 多い が，有機化

合物の 場合は非平衡な反応で 議論される こ とが多

い ．こ の 反応様式の差は，炭素がエ ネルギー的に

安定な共有結合に よ っ て 分子を形成する こ と に起

因する もの で ある．無機鉱物の 平衡論的議論 と有

機化合物の 分子論的議論を混同する と本質的な誤

りを犯す こ とがある の で 注 意を要す る．化学反応

を引き起こすような環境の 変化が生 じた場合，無

機鉱物で は最終の 条件が鉱物組成に記録 され，有

機化合物で は途中の 経過も含めた もの が分子構造

の 変化 と して 記録され る場合が多い ．

　非生物的な有機化合物の 合成 と 生物的 な有機化

合物 の 合成とで は 本質的な差が存在する ．即ち，

非生物的な合成では，出発原料と反応条件が与え

られる と， 原理的に生成 ロ∫能な化合物の 全 て が分

子 と して の エ ネル ギ
ーレベ ル に従 っ た分布で非選
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択 的 に得 られ る
一

方で
，
，生物的な合成で は ， 原理

的に生成可能で分子として の エ ネル ギーレ ベ ル も

同 じ化合物の 間で も選択的な合成が行われ るの で

ある．ア ミ ノ酸の d，1　一体の選択が典型的な例で あ

ろ う．しか し，生物は，選択 された結果の分子 を

利用 して 自分自身を形成 し， また新た な分子 を選

択 的に合成 して い るの で ある。で は，何時どの よ

うな仕組み で この 選択的反応の 輪が回転し始め た

の で あ ろ うか ？恐 ら く選択 的か つ 非生命的な反応

が生命の 誕 生に先立 っ てあ っ たと推定 され ， それ

を立証する 試み も行われて い るが，完全 な成功例

は無い ，

　現在の とこ ろ ，
こ れ までに地球外地球外で発見

された有機化合物は全て非生物起源であるとする

意見がほ と ん どで あるが （地球外に微生物がた く

さん存在 して い るとする報告もある），そうである

とする と，ある有機化合物の 存在が地球外で確認

された場合，原理的に その 化合物 と同 じ条件で 生

成可能な化合物は全て 同時に形成され て い るはず

で ある ．しか し，地球外有機物に関する現在まで

の 研究で は ，可能性の ある化合物の 全 てが必ず し

も見 つ かっ ては い ない し，そ の分布の定量的議論

も殆どな されて い ない ．もし有機化合物の形成時

や
一

旦 で きた有機化合物が変化する際に生成物を

選択する新 しい 反応機構が地球外環境に見出され

れば
， 生命誕生の謎を解く大きな糸口となるで あ

ろ う．

　また，地球固有の存在と考えられて い る地球型

生命体は
， 地球外では どの よ うな環境で どの 程度

存在可 能であ り，もし生存可能な場合は
， そ の 生

産する有機化合物はどの ような もの であろうか ？

地球外有機物 には，地球外生命の 存在も含め て
，

様々 な謎が秘め られて い る．今，我々 はそ の 謎に

どの程度まで迫 ることが可能なの であろ うか ？地
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球外有機物に 関する本特集が，

りとなれば幸い である．

それ を知る手掛か
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